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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成24年3月8日(2012.3.8)

【公表番号】特表2011-521051(P2011-521051A)
【公表日】平成23年7月21日(2011.7.21)
【年通号数】公開・登録公報2011-029
【出願番号】特願2011-509486(P2011-509486)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ  83/07     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   9/06     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/14     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ  83/07    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   9/06    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   5/14    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成24年1月20日(2012.1.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ｉ）２５℃で少なくとも２５０，０００ｍＰａ・ｓの粘度を有するオルガノポリシロ
キサン、
　（ｉｉ）処理充填剤、および
　（ｉｉｉ）有機過酸化物硬化剤
を含むシリコーンゴム組成物であって、補強用シリカ充填剤を実質的に含まず、前記充填
剤は、１：３～４：１の比であるアルミニウムトリヒドロキシドとカオリンとの混合物を
含むことを特徴とするシリコーンゴム組成物。
【請求項２】
　前記オルガノポリシロキサンポリマーが、式：
　　ＲＲ1

2ＳｉＯ［（Ｒ2Ｓｉ－Ｒ5－（Ｒ2）ＳｉＯ）s（Ｒ2ＳｉＯ）x（ＲＺＳｉＯ）y

］ＳｉＲＲ1
2

（式中、各Ｒは同じまたは異なり、１～６個の炭素原子を含有するアルキル基、フェニル
基または３，３，３－トリフルオロアルキル基であり；各Ｚは同じまたは異なり、水素ま
たはアルケニル基もしくはアルキニル基のような不飽和炭化水素基であり；各Ｒ1は同じ
または異なってもよく、前記硬化剤が前記ポリマーを硬化させ得るように用いられる前記
硬化剤に適合する必要があり、Ｒ1は、Ｚ、Ｒ、ヒドロキシル基および／またはアルコキ
シ基から選択されてよく；各Ｒ5は同じまたは異なってもよく、１～６個の炭素原子を有
する二官能性飽和炭化水素基であり；ｘは整数であり、ｙは０または整数であり；ｓは０
または１～５０までの整数である）
を有する１種以上のポリマーを含む請求項１に記載のシリコーンゴム組成物。
【請求項３】
　前記オルガノポリシロキサンポリマーが、式：
　　Ｍｅ2ＶｉＳｉＯ［（Ｍｅ2ＳｉＯ）x（ＭｅＶｉＳｉＯ）y］ＳｉＭｅ2Ｖｉ
および
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　　Ｍｅ2ＶｉＳｉＯ［（Ｍｅ2ＳｉＯ）x
1］ＳｉＭｅ2Ｖｉ

を有する２種の高粘度オルガノポリシロキサンポリマーの混合物（式中、Ｍｅはメチル基
（－ＣＨ3）を表し、Ｖｉはビニル基（ＣＨ2=ＣＨ－）を表し、ｘおよびｙの合計値は少
なくとも１，０００であり、ｘ1の値は少なくとも１０００である）を含む二成分混合物
である請求項１または２に記載のシリコーンゴム組成物。
【請求項４】
　前記オルガノポリシロキサンポリマーが、次式：
　　ＲＲ1

2ＳｉＯ［（Ｒ2ＳｉＯ）x（ＲＺＳｉＯ）y（Ｒ2Ｓｉ－Ｒ5－（Ｒ2）ＳｉＯ）s

］ＳｉＲＲ1
2

および
　　ＲＲ1

2ＳｉＯ［（Ｒ2ＳｉＯ）x
1（ＲＺＳｉＯ）y

1］ＳｉＲＲ1
2

を有する二成分混合物（各式中、Ｒ、ＺおよびＲ1は上述されたとおりであり、ｘ、ｙ、
ｓ、ｘ1およびｙ1は前に記述されたとおりであり、前記混合物の粘度は２５℃で少なくと
も５００，０００ｍＰａ・ｓの値を有し、ｘの値またはｘとｙおよび／またはｓ（いずれ
か一方または両方が存在する場合）との合計値が少なくとも１，０００であり、ｘ1およ
びｙ1の値は１００～１０００までである）である請求項１または２に記載のシリコーン
ゴム組成物。
【請求項５】
　アルミニウムトリヒドロキシドおよびカオリンの前記混合物が、２～２０の重合度を有
するヒドロキシ末端ポリジメチルシロキサン、２～２０の重合度を有するヒドロキシ末端
ポリジアルキルアルキルアルケニルシロキサンおよび式：
　　Ｒ4

dＨ3-dＳｉＯ［（Ｒ4
2ＳｉＯ）f（Ｒ4ＨＳｉＯ）g］ＳｉＲ4

dＨ3-d

を有する処理剤（各式中、Ｒ4は１～６個のアルキル基を表し；Ｈは水素であり、ｄは０
または１～３の整数であり；ならびにｆおよびｇは独立して０または整数で、前記処理剤
が少なくとも１個のＳｉ－Ｈ基および２５℃で５～５００ｍＰａ・ｓの粘度を有するもの
である）の群から選択されるオルガノポリシロキサンで処理されることを特徴とする請求
項１～４のいずれか一項に記載のシリコーンゴム組成物。
【請求項６】
　アルミニウムトリヒドロキシドおよびカオリンの前記混合物が、式：
　　Ｒ3

(4-n)Ｓｉ（ＯＲ3）n

のアルコキシシラン（式中、ｎは１～３の値を有し；およびＲ3は、アルキル基、アリー
ル基またはアルケニル基である）で処理されたアルミニウムトリヒドロキシドおよびカオ
リンの混合物を含む請求項１～５のいずれか一項に記載のシリコーンゴム組成物。
【請求項７】
　前記アルコキシシランが、メチルトリエトキシシラン、メチルトリメトキシシラン、フ
ェニルトリメトキシシラン、ビニルトリエトキシシランおよびビニルトリメトキシシラン
からなる群から選択される化合物である請求項６に記載のシリコーンゴム組成物。
【請求項８】
　アルミニウムトリヒドロキシドとカオリンとの比が１：２～２：１である請求項１～７
のいずれか一項に記載のシリコーンゴム組成物。
【請求項９】
　前記硬化剤が、ベンゾイルペルオキシド、２，５－ビス－（ｔ－ブチルペルオキシ）－
２，５－ジメチルヘキサン、２，４－ジクロロベンゾイルペルオキシド、ジ－ｔ－ブチル
ペルオキシドおよびジクミルペルオキシドからなる群から選択される過酸化物である請求
項１～８のいずれか一項に記載のシリコーンゴム組成物。
【請求項１０】
　請求項１～９のいずれか一項に記載のシリコーンゴム組成物からアルミニウムトリヒド
ロキシドおよびカオリンの処理混合物を含有するシリコーンゴムエラストマーを製造する
方法であって、
　　（ｉ）室温条件下でオルガノポリシロキサンとアルミニウムトリヒドロキシドおよび
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カオリンの処理混合物とを混合する工程、
　　（ｉｉ）工程（ｉ）の混合物に硬化剤を添加する工程、および
　　（ｉｉｉ）工程（ｉｉ）の混合物を加熱により、２０～２５℃の通常の周辺温度であ
る室温よりも高い温度で硬化させる工程
から本質的になるシリコーンゴムエラストマーの製造方法。
【請求項１１】
　シリコーンゴム組成物における補強用充填剤としてのアルミニウムトリヒドロキシドお
よびカオリンの処理混合物の使用であって、アルミニウムトリヒドロキシドとカオリンと
の比が１：３～４：１である使用。
【請求項１２】
　前記シリコーンゴム組成物がシリカを含まない、および／または、アルミニウムトリヒ
ドロキシドとカオリンとの処理混合物が前記シリコーンゴム組成物における唯一の補強用
充填剤であることを特徴とする請求項１１に記載の使用。
【請求項１３】
　シリコーン異形押出品、ワイヤー・ケーブルコーティング、窓ガラス用ガスケット、高
電圧絶縁および建築用ガスケットでの、請求項１～７のいずれか一項に記載のシリコーン
ゴム組成物の使用。
【請求項１４】
　前記充填剤が、１：３～４：１の比であるアルミニウムトリヒドロキシドとカオリンと
の混合物からなることを特徴とする請求項１～９のいずれか一項に記載のシリコーンゴム
組成物。
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